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主な記事紹介

で
あ
る
。
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
は
全
道
16

の
構
成
団
体
か
ら
な
り
「
ゆ
る
や
か
」

「
あ
い
の
り
」「
や
っ
て
み
る
」
を
合
言

葉
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
協
同
組
合
間
協
同
の
先
進

事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ

の
「
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
北
海
道
」
と
し

て
、
特
に
若
い
世
代
に
協
同
組
合
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
こ
の
講
義
で

あ
る
。

講
義
は
一
泊
二
日
の
現
地
実
習
と
大

学
で
の
二
日
間
の
座
学
と
な
っ
て
い

る
。
実
習
で
は
大
学
か
ら
一
泊
で
行
け

る
範
囲
の
な
か
に
あ
る
協
同
組
合
の
現

場
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
実
際
に
協
同
組

合
が
地
域
、
と
く
に
一
次
産
業
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
か
を
学
ぶ
。
そ
れ
を
う
け
て
大
学

２
０
２
５
年
は
国
連
が
定
め
た
国

際
協
同
組
合
年
で
あ
る
。
前
回
が

２
０
１
２
年
で
あ
っ
た
か
ら
実
に
短
い

ス
パ
ン
で
の
「
国
際
年
」
と
な
っ
た
。

協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
こ
の
こ

と
を
喜
ん
で
良
い
の
か
ど
う
か
は
難
し

い
。
協
同
組
合
の
重
要
性
が
改
め
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
意
味
か
ら
は
喜

ば
し
い
が
、
現
実
社
会
が
改
善
の
方
向

で
は
な
く
難
し
い
状
況
に
更
に
進
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

今
回
の
国
際
協
同
組
合
年
は
“
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を
テ
ー
マ
と
掲
げ
て

い
る
が
、
そ
の
具
体
的
活
動
内
容
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
協
同
組
合
に
関
す
る
認

知
度
の
向
上
、
と
く
に
若
者
層
に
協
同

組
合
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
参
加

し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
日
本
各
地
の

協
同
組
合
が
若
者
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
様
々
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ひ

と
つ
と
し
て
大
学
に
お
け
る
協
同
組
合

に
関
す
る
講
座
の
開
設
が
あ
る
。
北
大

で
は
２
０
２
３
年
よ
り
、
１
年
生
を
対

象
と
し
た
全
学
教
育
科
目
「
北
海
道
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
協
同
を
学
ぶ
」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
授
業
の
目

的
や
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

こ
の
授
業
は
北
大
農
学
研
究
院
も
構

成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
全
道
の
各

種
協
同
組
合
組
織
が
集
ま
っ
て
つ
く
ら

れ
た
「
協
同
組
合
ネ
ッ
ト
北
海
道
」
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
も
の

で
の
座
学
で
は
、
ネ
ッ
ト
北
海
道
構

成
団
体
の
ほ
ぼ
全
て
の
14
団
体
か
ら
、

事
業
理
念
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
講

義
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
１
団
体

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
時
間
は
短
い
が
、

そ
の
中
で
も
協
同
組
合
と
い
う
組
織

が
持
つ
特
徴
や
意
義
を
伝
え
る
べ
く

担
当
者
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
講
義

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

受
講
理
由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て
み
る

と
、
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
協
同
組
合
に

つ
い
て
は
知
識
が
な
い
状
態
で
参
加
を

し
て
い
る
。
北
海
道
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

出
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
惹
か
れ

て
、
と
い
う
の
が
大
き
な
受
講
理
由
で

あ
る
。
だ
が
こ
の
四
日
間
の
講
義
を
通

じ
た
あ
と
で
、
少
な
く
な
い
学
生
が
協

同
組
合
の
意
義
や
魅
力
に
気
付
い
て
く

れ
て
い
る
。
自
分
達
が
抱
え
る
課
題
を

自
分
達
で
協
同
の
力
で
解
決
す
る
。
誰

か
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
助
に
よ
る

共
助
。
協
同
組
合
が
歴
史
の
中
で
磨
き

上
げ
て
き
た
価
値
が
今
の
世
代
に
は
眩

し
く
映
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

２
０
２
５
年
度
は
定
員
を
10
名
増
や

し
40
名
で
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
執
筆

時
点
で
は
ま
だ
人
数
は
確
定
し
て
い
な

い
が
、
今
年
も
多
く
の
学
生
が
全
道
各

地
で
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
「
公

正
」「
平
等
」
な
地
域
・
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
人
達
と
出

会
い
、
色
々
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

Opinion!

国際協同組合年と次世代国際協同組合年と次世代

北海道大学大学院
農学研究院准教授
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いじわるじいさん

通常総代会開催報告

「
包
丁
塚
」や「
針
塚
」は

知
っ
て
い
た
が
、「
は
な

し
塚
」と
い
う
の
も
あ
る

と
い
う
。
落
語
の
墓
で
あ

る
▼
落
語
と
い
え
ば
、
最

近
は
札
幌
で
も
あ
ち
こ
ち

の
小
会
場
で
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
先
日
、
お

寺
の
本
堂
で
桂
八
十
八
の

「
不
動
坊
」を
聴
き
、
大
い

に
笑
っ
た
。
こ
れ
が
戦

時
中
、
禁
演
落
語
と
し
て

「
は
な
し
塚
」に
入
っ
て
い

た
と
知
っ
た
▼
貧
乏
長
屋
に
未
亡
人

が
い
る
。
夫
は
借
金
を
残
し
て
死
ん

だ
講
釈
師
。
長
屋
の
利
吉
は
、
借
金

を
引
き
受
け
る
こ
と
で
未
亡
人
と
の

結
婚
が
実
る
。
嬉
し
く
て
舞
い
上

が
っ
た
利
吉
は
、
銭
湯
で
長
屋
の
住

人
達
の
悪
口
を
い
い
な
が
ら
有
頂
天

だ
が
、
聞
い
て
い
た
住
人
達
が
黙
っ

て
い
る
は
ず
が
な
い
▼
こ
の
噺
の
ど

こ
が
ダ
メ
な
の
か
。『
禁
演
落
語
』

（
小
島
貞
二
編
著
）に
よ
る
と
、
背
景

に
は
戦
争
が
｜
。
日
中
戦
争
が
長
期

化
し
、
昭
和
13
年
に「
国
家
総
動
員

法
」が
制
定
さ
れ
る
、
そ
ん
な
時
代
。

16
年「
講
談
落
語
協
会
」が
時
局
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
、
女
郎
買
い
や
不
道
徳

も
の
53
種
を
自
粛
封
印
し
、「
は
な

し
塚
」に
納
め
た
▼
自
粛
し
た
の
で

は
な
く
、
さ
せ
ら
れ
た
と
記
す
本
も

あ
る
。
封
印
解
除
は
終
戦
の
翌
年

だ
っ
た
。
戦
中
の
過
酷
な
暮
ら
し
に

つ
い
て
は
聞
き
、
読
み
、
知
っ
て
い

る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ
ん
な
さ
さ

や
か
な
笑
い
ま
で
、
と
の
思
い
で
改

め
て
寒
々
と
し
て
く
る
▼
札
幌
の
、

安
心
し
て
笑
っ
て
聴
け
る
小
さ
な
寄

席
が
、
よ
り
愛
お
し
い
特
別
な
場
に

感
じ
ら
れ
て
き
た
。 

（
今
日
子
）

︿
理 

事 

長（
代
表
理
事
）﹀

坂　

爪　
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史

︿
専
務
理
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代
表
理
事
）﹀

齋　

藤　
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︿
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﹀
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美
香
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央
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香
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智

松　

田　

和　

歩

山　

下　

匡　

隆

栗　

栖　

櫻　

蓮

川　

上　

あ　

き　
新
任

佐　

藤　

哲　

生　
新
任

里　
　
　

眞
理
子　
新
任

中　

野　

翔
太
郎　
新
任

田　

所　

和　

廉　
新
任

岡　

田　

唯　

花　
新
任

福　

嶋　

柳
之
丞　
新
任

福　

田　

梨　

瑛　
新
任

塩
野
谷　

咲　

希　
新
任

︿
監
事
会
議
長
﹀

芳　

賀　
　
　

永　
大
学
推
薦

︿
監
　
　
　
事
﹀

岡　

野　

泰　

樹

山　

﨑　

瞳　

子

戸　

松　
　
　

陸　
新
任

順
不
同

２
０
２
５
年
度役

員
名
簿

だ
き
ま
し
た
が
、
討
論
の
最
後

に
坂
爪
理
事
長
か
ら「
儲
か
る

こ
と
だ
け
を
行
う
大
学
生
協
」

で
は
な
く
、
可
能
な
限
り
き
め

細
や
か
に
、
学
生
・
教
職
員
の

皆
様
の
生
活
を
支
え
続
け
る
組

織
で
あ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る

と
ま
と
め
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
他
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
や
質
問
に
つ
い
て
は
報
告

書
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

討
論
後
、
議
案
に
対
す
る

採
決
を
行
い
、
全
議
案
を
賛

成
多
数
で
承
認
、
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
役
員
選
挙
は
立
候
補

が
無
か
っ
た
た
め
定
数
内
の

理
事
会
推
薦
者
全
員
の
当
選

が
役
員
選
挙
管
理
委
員
会
よ

り
報
告
さ
れ
、
下
記
の
役
員

の
就
任
を
確
認
し
、
以
上
を

も
っ
て
す
べ
て
の
議
事
が
終

了
し
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
、

総
代
参
加
者
は
工
学
部
食
堂

に
移
り
、
軽
食
を
と
り
な
が

ら
総
代
同
士
、
生
協
職
員
と

も
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
の
総
代
会
で
決

定
し
た「
北
大
生
協
三
カ
年
再
生

計
画
」に
沿
っ
て
経
営
再
建
に

取
り
組
み
ま
す
。
組
織
課
題
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
事
業
課
題

の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
着
実
に

執
行
し
、
赤
字
の
解
消
を
す
す

め
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
組
合
員

の
み
な
さ
ま
に
も
、
よ
り
一
層
、

総
代
会
議
や
総
代
の
つ
ど
い
、

店
舗
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
組
合
員

の
声
カ
ー
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
ご
意
見
を
い
た

だ
き「
北
大
の
中
に
あ
る
私
た
ち

の
生
協
」と
実
感
を
持
て
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
積
極
的
な
ご
意
見
と
参
画

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

累
積
赤
字
は
１
億
６
千
８
百

万
円
余
り
と
な
り
、
厳
し
い

経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

５
月
22
日（
木
）工
学
部
新

日
鉄
オ
ー
プ
ン
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
北
大
生
協
２
０
２
５

年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
代
１
８
９
名（
本
人
出
席

84
名
、
代
理
出
席
１
名
、
書
面

出
席
１
０
４
名
）の
参
加
に
よ

り
、
全
て
の
議
案
が
賛
成
多
数

で
決
定
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
山
本
さ
ん（
文
学
部

２
年
）を
選
出
し
、
坂
爪
理
事

長（
農
学
研
究
院
教
員
）が
生
協

理
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
ま

し
た
。
続
い
て
櫛
井
常
務
理
事

（
法
学
部
３
年
）と
齋
藤
専
務
理

事
よ
り
第
１
～
４
号
議
案
を
提

案
、
芳
賀
監
事
会
議
長（
先
端

生
命
科
学
研
究
院
教
員
）が
監

査
報
告
を
行
い
、
質
疑
、
討
論

に
入
り
ま
し
た
。
総
代
か
ら
６

本
の
発
言
が
あ
り
、
齋
藤
専
務

理
事
よ
り
回
答
し
ま
し
た
。
発

言
で
は「
学
内
に
コ
ン
ビ
ニ
が

出
店
す
る
な
ど
、
多
数
の
競

合
が
あ
る
中
生
協
の
価
値
と

は
？
」と
厳
し
い
意
見
も
い
た

２
０
２
５
年
度
通
常
総
代
会

は
５
月
22
日（
木
）開
催

２
０
２
４
年
度
を
振
り
返
り
、

２
０
２
５
年
度
の
計
画
と
予

算
を
決
定
し
ま
し
た

２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
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北部購買・書籍がリニューアルオープン！
2025年3月17日より北部購買と北部書籍が店舗統合し

新しく 北部ウコトイセ店 として生まれ変わりました

リニューアルの目的
1. 組合員に有益な情報提供の強化と体験機会の創出
2. 在庫と人員体制の適正化による損益構造の見直し
3. 店舗の利用導線と作業導線の改善
4. 生協のサービスの認知度向上
5. 湿気、熱気の籠るスペースの空調改善

ウコトイセ
アイヌ語で「人が集まる」という
意味を持ちます。
人が自然と集まるような、交流の
場となる温かいお店を目指します。

 サービスカウンターの一本化

カウンターを中央に一本化し、購
買・書籍のすべてのサービスを受け
付けられる総合カウンターを設置し
ました。校費、スポーツ受付、SG受
付などはより混雑の少ない書籍側の
スペースでゆっくり対応できます。

 ミール対象商品の導線を改善

お昼のピーク時店舗中央で混雑が発
生していましたが、内製商品の売り
場を店舗奥にまとめることで分かり
やすさと混雑緩和をしました。

 サイネージの新設

店舗入口は自動ドアに変更。デジタ
ルサイネージを設置し、効果的に
様々な広告を放映することができる
ようになりました。今後は随時組合
員に有益な情報を発信いたします！

 ホットコーヒーをいつでも
50円で提供!

㈱キットアライブさんの協賛により
ホットコーヒーを半額の50円での提
供が実現しました！セルフレジも対
応しておりますので、お気軽にご利
用ください！

（提供は3000杯の限定となります）

 店頭に企画・催事などを展開
できるイベントスペースを設け
店内への呼び寄せを強化

イベントスペースではお菓子のつかみ
取り、ポップコーンのポップアップ出
店、学生委員によるベジチェック、自
動車学校の合同相談会を開催しまし
た。今後は情報機器展示会や部活と
協力したフェア、就活や英語講座の
個別相談会、エリアの還元企画など
のイベントを開催し、組合員とともに店
舗を盛り上げていきたいと思います!

 書籍スペースに充電コーナー
設置

ソファと一緒に充電器を設置しまし
た!ごゆっくり書籍を見ていただく
ことができる環境を整えました。ま
た、一般書の新刊は店頭に企画台を
設置することにより注目の新刊を多
くの方に見ていただけるようになり
ました!
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本学は、2020年に設立された「国連大学SDG大学連携プラットフォーム（SDG–UP）」に設立時から参加している。その
中にある「SDGsカリキュラム分科会」では、参加大学が各大学の優位性の高い講義を動画で提供し、全体として全国最高
レベルの教材を作成し、参加大学で活用しようと取り組んできた。
2022年度までに各大学がプロトタイプの動画教材を作成し、それを組み合わせて15コマ分のコンテンツとし、2023
年秋にはSDG-UPに参画する全大学が参加できる完全オンライン授業を行った。各大学からの受講生は、オンライン授業
までに指定された動画を視聴し、オンラインでの受講時間はグループに分かれてディスカッションや、オンラインツール
を活用したグループワークに取り組むという反転授業で行われた。
北海道大学も２本の動画教材を提供し、10以上の大学の学生が参加するオンライン授業を実施した。各大学での正規科
目ではなかったので、単位は付与せず、参加回数の最低条件をクリアした受講生には、SDG-UPからの修了証を発行した。
全国で50名以上の受講生が修了証を手にした。残念ながら、北海道大学からは受講希望者がいなかった。
動画教材は、各大学から自信を持って提出されたものばかりで、質の高いものであった。学生にとっては大学間の交流
の場ともなり、ダイバーシティの観点からもSDGsを意識した教育活動となった。
一方で、さまざまな問題点も明確になった。
構造的な問題点として著作権があった。大学の正規科目であれば利用する側は著作権利用をクリアできるが、動画教材
の著作権は、その講師が所属する組織と、講師本人にあり、著作権提供の同意を取らなければならない。
また、その教材動画をオンラインで視聴するためには、カギのかけられる動画サーバーが必要だが、民間のサーバーで
は結構費用がかかるし、各大学のLMS（学習管理システム）を利用すると、原則他大学の受講生にIDを発行できないという
問題が生じる。2023年の授業では、国際基督教大学（ICU）の先生の尽力で、動画授業を、ICUのLMSに入れ、他大学の受講
生全員にICUのIDを発行し、この授業だけのアクセス権を設定したが、さすがに１回限りの措置となった。
運用面では、15回の反転授業実施のための講師のの日程調整や学生の出席管理、グループワークの仕切りなどの労力も
大きいという課題が明らかになった。
2024年以降、各大学内で手続きや交渉を進め、多くの大学では動画教材は学外公開コンテンツとなった。それが難しい大
学は、各大学のストリーミングサーバーに動画教材を置き、共通IDとパスワードで管理するという緩やかな管理方法で同意を
取った。また、反転授業のためのティーチングノートを、国連大学のLMSに置き、各大学の担当教員にIDを発行することとなっ
た。その結果、一つの大学が独自に、各大学の講義動
画を活用して反転授業が実施できるようになった。
本学では、2025年度の正課科目として「国連
SDGs入門」を開講している。新規科目ということ
もあり、残念ながら受講生数は１桁であった。
各大学間の学生交流の場が構築できないのは
とても残念で、大学教育のオンライン化は大きく
進展したが、オンラインでのグループワークはも
う一工夫か、もう少し技術的ブレークスルーが必
要だと感じている。

SDGs
国連大学SDG大学連携プラットフォーム共通講義の実施  

北海道大学SDGs事業推進部門　教授　加藤　悟

サプライチェーンマップ作成に取り組む学生たちサプライチェーンマップ作成に取り組む学生たち

連載 第9回

クラーク３月・４月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 〈動物をえがく〉人類学 山口未花子 岩波書店 6 北大キャンパスガイド 北海道大学
CoSTEP

北海道大学
出版会

2 暇と退屈の倫理学 國分功一郎 新潮社 7 リサーチのはじめかた トーマス・S・
マラニー 筑摩書房

3 中動態の世界 國分功一郎 新潮社 8 西洋の敗北
日本と世界に何が起きるのか

エマニュエル・
トッド 文藝春秋

4 現代思想 2025 4
（vol.53－4） 青土社 9 この国のかたちを

見つめ直す
加藤陽子

（日本近代史） 毎日新聞出版

5 まったく新しいアカデミック・
ライティングの教科書 阿部幸大 光文社 10 コミンテルン 佐々木太郎 中央公論新社

クラーク書籍便り
Vol.23

１位『＜動物をえがく＞～』は前
期テキストですが、人類学新刊と
しても人文新刊棚で動きがありま
した。２位、３位の著者は國分功一
郎、２冊とも単行本が全国の大学
生協でよく売れましたが、文庫化
でさらに広がっています。４位「現
代思想」４月号の特集は「教育は敗
北したのか」、「現代思想」の教育特
集は毎号よく動きます。
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大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

菓
子
店
き
の
と
や
が
「
札
幌
農
学

校
」
と
い
う
ク
ッ
キ
ー
を
販
売
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
包
装
箱
に
は
札
幌

農
学
校
農
学
教
室
の
立
面
図
を
図
柄

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
既
に
失
わ
れ
た
建
物
に
つ
い
て

の
研
究
や
、
改
修
や
改
築
が
繰
り
返

さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物
を
竣
工
当
初

の
姿
に
復
元
す
る
な
ど
場
合
な
ど
に

も
欠
か
せ
な
い
歴
史
的
資
料
で
す
。

図
面
か
ら
模
型
へ

こ
の
春
、
大
学
文
書
館
で
は
、

総
合
博
物
館
か
ら
「
札
幌
農
学
校

農
学
教
室
」（
一
九
〇
一
年
建
設
）

と
「
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
本

館
」（
一
九
三
五
年
建
設
）
の
模
型

薄
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
材
料
だ
け

で
も
図
面
資
料
は
多
種
多
様
で
す
。

さ
ら
に
、
図
面
の
大
き
さ
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
近
年
は
Ａ
１
サ
イ
ズ

（
八
四・
一
×
五
九・
四
セ
ン
チ
、
Ａ

４
紙
を
八
枚
並
べ
た
大
き
さ
）
や
そ

の
倍
の
Ａ
０
サ
イ
ズ
に
規
格
統
一
が

な
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
古
い
時
代

は
用
途
に
合
わ
せ
て
規
格
も
い
ろ

い
ろ
で
す
。
保
存
の
方
法
と
し
て

は
、
古
い
も
の
は
、
小
さ
く
折
り
た

た
ん
で
、
通
常
の
文
書
と
一
緒
に
綴

じ
込
ん
で
い
た
り
、
収
納
用
封
筒
に

畳
み
込
ん
で
い
た
り
し
ま
す
。
こ
の

場
合
、
図
面
の
折
り
目
の
部
分
が
弱

く
な
っ
て
破
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
時
代
が
下
る
と
、
図
面
を

何
枚
か
重
ね
て
、
軸
の
着
い
た
図
面

収
納
用
の
巻
物
に
巻
き
込
ん
で
保
存

し
た
り
、
同
じ
く
図
面
を
丸
め
て
筒

状
の
収
納
ケ
ー
ス
に
収
め
る
場
合
も

図
面
資
料
の
い
ろ
い
ろ

図
面
資
料
に
は
時
代
や
用
途
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
紙
や
筆
記

具
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
も
の

に
は
和
紙
の
図
引
紙
な
ど
に
筆
書
き

で
描
い
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
時
代

が
下
る
と
、
薄
く
半
透
明
な
ト
レ
ー

シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
ま
す
。

中
に
は
グ
ラ
シ
ン
紙
と
呼
ば
れ
る
ツ

ル
ツ
ル
し
た
手
触
り
の
非
常
に
薄
い

紙
に
、
烏
口
と
呼
ば
れ
る
製
図
用
の

特
殊
な
ペ
ン
で
描
い
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
烏
口
は
ペ
ン
先
が
鋭
い
た
め

描
線
に
沿
っ
て
カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
た

よ
う
に
破
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
原
図
を
コ
ピ
ー
し
た

青
図
や
青
焼
き
も
あ
り
ま
す
。
青
図

は
脆
弱
な
紙
が
多
く
、
青
焼
き
は
感

光
紙
に
焼
き
付
け
る
コ
ピ
ー
方
法
な

の
で
青
い
描
線
や
文
字
が
経
時
的
に

（
縮
尺
四
〇
分
の
一
）
の
移
管
を
受

け
、
展
示
ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
図
面
資
料
を
基
に

二
〇
〇
一
年
に
作
成
し
た
も
の
で

す
。
農
学
部
の
新
旧
建
物
を
同
じ
縮

尺
で
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
農
学
教
室
」
は
既
に
失
わ
れ
た
建

物
で
す
。「
農
学
部
本
館
」
の
方
は

現
存
す
る
建
物
で
す
が
、
模
型
と
実

物
と
は
少
々
異
な
り
ま
す
。
こ
の

「
農
学
部
本
館
」
模
型
は
、
計
画
図

面
を
基
に
作
成
し
た
の
で
、
実
際
に

実
現
し
た
建
物
と
は
一
部
が
異
な
り

ま
す
。
塔
の
部
分
に
は
、
模
型
設
計

を
担
当
し
た
大
学
院
工
学
研
究
科
池

貝
重
康
先
生
曰
く
「
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
ケ
ー
キ
の
よ
う
な
」
三
層
の
構
造

物
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
い
て
、
な
か
な
か
こ
っ
て
り
と
し

た
面
白
い
印
象
で
す
。

長
く
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
図

面
資
料
か
ら
立
ち
現
れ
た
、
既
に
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
建
物
、
も
し
か
し

た
ら
存
在
し
た
か
も
知
れ
な
い
建
物

の
模
型
を
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

白いセロハンテープなどで補修された白いセロハンテープなどで補修された
図面資料と巻物状の保存材図面資料と巻物状の保存材

あ
り
ま
す
。
近
年
は
図
面
の
サ
イ
ズ

が
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
判
の

ケ
ー
ス
に
複
数
枚
の
図
面
を
広
げ
て

納
め
、
二
つ
折
り
や
三
つ
折
り
に
し

て
収
納
し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

紙
を
畳
ん
だ
り
、
丸
め
た
り
、
折
り

曲
げ
た
り
す
る
の
で
、
傷
み
易
く
な

り
ま
す
。

最
も
使
わ
れ
る
公
文
書

図
面
は
、
建
物
の
新
築
・
増
築
・

改
修
、
電
気
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
の
配
線
、
ガ
ス
・
水
道
の
配
管
な

ど
、
建
築
物
や
工
作
物
の
工
事
に
作

成
さ
れ
、
利
用
さ
れ
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
建
物
・
工
作
物
の

工
事
や
点
検
の
度
に
広
げ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
工
事
の
現
場
で
使
用
し
ま

す
。
こ
う
し
た
図
面
も
大
学
の
公
文

書
に
あ
た
り
ま
す
が
、
公
文
書
の
中

で
も
最
も
繰
り
返
し
利
用
す
る
も
の

と
言
え
ま
す
。
従
っ
て
、
常
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
破
れ
た
り
傷
ん
だ

り
す
る
と
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど

で
簡
易
な
補
修
を
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
テ
ー
プ
が
編
年
劣
化
す
る

と
、
粘
着
材
が
重
ね
た
り
折
っ
た
り

し
た
図
面
ど
う
し
を
接
着
し
て
し
ま

い
、
広
げ
る
こ
と
も
剥
が
す
こ
と
も

で
き
な
い
事
態
に
陥
り
ま
す
。
図
面

資
料
の
扱
い
は
な
か
な
か
厄
介
な
の

で
す
。

し
か
し
、
図
面
資
料
に
は
建
物
の

設
計
図
面
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

非
常
に
美
し
く
、
見
栄
え
の
す
る
も

の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
洋

札幌農学校農学教室模型

北海道帝国大学農学部本館（計画時）模型

第24回第24回
「図面と模型」「図面と模型」

北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

こころの
健康を考える 89

ほ
け
ん
の
お
話

ほ
け
ん
の
お
話

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）11：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@univ.coop

ト
ラ
ウ
マ
、
こ
こ
ろ
の
傷
、
と
呼
ば
れ
る
問
題
に

対
す
る
世
の
中
の
認
識
は
、
最
近
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

た
な
と
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
支
援
に
一
九
九
〇
年

頃
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
、
感
慨
と
い
う
か
、

ほ
と
ん
ど
驚
き
に
近
い
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
二
次
被
害
と
い

う
現
象
に
対
す
る
認
識
の
広
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
二

次
被
害
は
、
以
前
は
セ
カ
ン
ド･

レ
イ
プ
と
い
う
、
よ

り
強
い
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
、
ト

ラ
ウ
マ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
す
。

二
次
被
害
は
、
深
い
心
理
的
損
傷
で
あ
る
ト
ラ
ウ

マ
、
つ
ま
り
常
識
的
な
感
覚
で
は
理
解
で
き
な
い
よ

う
な
深
刻
な
こ
こ
ろ
の
傷
を
負
っ
た
人
が
、
周
囲
の

言
動
に
よ
っ
て
さ
ら
に
傷
つ
く
こ
と
を
指
し
て
使
わ

れ
ま
す
。
傷
つ
い
た
側
に
も
責
任
が
あ
る
と
い
っ
た

物
言
い
か
ら
、
時
が
解
決
し
て
く
れ
る
よ
、
と
い
っ

た
無
理
解
に
も
と
づ
く
励
ま
し
ま
で
を
含
み
ま
す
。

善
意
と
常
識
に
も
と
づ
く
、
よ
か
れ

と
思
っ
て
か
け
ら
れ
る
言
葉
が
二
次

被
害
を
生
む
場
合
も
あ
る
の
で
す
。

深
刻
な
こ
こ
ろ
の
傷
は
、
常
識
を
越

え
た
事
態
だ
か
ら
で
す
。
実
は
か
な

り
多
く
の
人
が
経
験
す
る
こ
と
な
が

ら
、
他
人
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く

て
胸
に
秘
め
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
実

際
が
一
般
に
知
ら
れ
に
く
い
、
と
い

う
事
情
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

二
次
被
害
の
こ
と
を
考
え
る
時
、

い
つ
も
思
い
出
す
経
験
が
あ
り
ま

す
。
初
め
て
性
被
害
の
こ
と
を
聴
い
た
時
の
経
験
で

す
。
当
時
は
ま
だ
、
日
本
の
社
会
に
被
害
者
側
に
立

つ
と
い
う
視
点
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
後
に
ト
ラ
ウ
マ

研
究
と
支
援
の
古
典
と
な
る
ジ
ュ
デ
ィ
ス･

ハ
ー
マ

ン
『
心
的
外
傷
と
回
復
』
は
、
英
文
原
著
さ
え
出
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
手
の
女
性
は
、
静
か
に
淡
々

と
語
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
圧
倒
さ
れ
て
ほ
と
ん
ど

何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
一
つ
言
え
た
こ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
な
た
は

悪
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
し
た
。
少
し
震
え

る
声
で
そ
れ
を
繰
り
返
す
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
か
ら
思
う
と
、
よ
く
ぞ
、
よ
く
ぞ
話
し
て
く
れ
た
、

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
伝
え
る
だ

け
の
知
識
も
経
験
も
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
次

被
害
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
く
て
す
ん
で
、

本
当
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま

デ
ィ
モ
シ
ー･

ベ
イ
ネ
ケ
『
レ
イ
プ･

男
か
ら
の
発
言
』

と
い
う
本
を
読
ん
で
い
た
お
か
げ
で
し
た
。

し
か
し
二
次
被
害
は
、
常
識
の
限
界
や
無
理
解
に

基
づ
く
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
次
被
害

が
激
し
い
誹
謗
中
傷
に
よ
る
攻
撃
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
の
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
し
た
社
会

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
日
々
目
に
し
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ウ
マ
に
は
そ
れ
を
表
に
出
そ
う
と
す
る
力
と
、
隠

蔽
し
よ
う
と
す
る
力
の
両
方
が
働
き
ま
す
。
表
に
出

す
力
は
、
そ
の
経
験
を
咀
嚼
し
て
無
害
な
も
の
に
し

て
し
ま
お
う
と
す
る
表
わ
れ
で
す
。
一
方
で
、
意
識

す
る
に
は
あ
ま
り
に
つ
ら
い
戦
慄
的
な
事
実
で
あ
り
、

否
定
し
よ
う
と
す
る

力
が
生
じ
ま
す
。
ト

ラ
ウ
マ
は
、
心
の
中

で
も
、
社
会
の
中
で

も
、
据
わ
り
が
悪
い

の
で
す
。
こ
の
矛
盾

す
る
二
つ
の
力
は
陰

に
陽
に
、
社
会
の
レ

ベ
ル
か
ら
個
人
の
レ

ベ
ル
ま
で
、
様
々
な

形
で
働
き
ま
す
。
隠

蔽
し
よ
う
と
す
る
力

の
表
れ
の
一
つ
が
、
誹
謗
中

傷
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
二
次
被
害

と
、
そ
れ
を
生
む
二
次
加
害
に
は
、
根
深
い

側
面
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ト
ラ
ウ
マ
を
表
に
出
そ
う
と
す
る
力
と
隠
蔽
し

よ
う
と
す
る
力
と
の
せ
め
ぎ
合
い
を
緩
和
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
、
正
直

言
っ
て
ま
だ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
深
刻

な
こ
こ
ろ
の
傷
に
対
し
て
、
少
し
ず
つ
関
心
が
高
ま

り
、
当
事
者
が
孤
立
す
る
と
い
う
事
態
も
徐
々
に
で

す
が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自
身

の
苛
烈
な
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
向
か
い
合
お
う
と
す
る

時
に
人
が
示
す
勇
気
に
は
、
本
当
に
瞠
目
さ
せ
ら
れ

ま
す
が
、
も
し
か
す
る
と
そ
の
辺
り
に
、
な
に
か
糸

口
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
三
十
年
来
の

ト
ラ
ウ
マ
に
対
す
る
社
会
の
姿
勢
の
変
化
は
、
一
つ

の
希
望
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こころの傷と二次被害こころの傷と二次被害

○

Vol.
43

新
学
期
が
始
ま
り
、
学
内
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が
る
季
節
で
す
。

人
が
集
ま
る
場
で
は
、
思
わ
ぬ
事
故
や
け
が
の
リ
ス
ク
が
つ
き
も
の

で
す
。
そ
ん
な
時
に
、
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
へ
の
心
理
的
な
障

壁
を
下
げ
、
安
心
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
損
害
保

険
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
用
の
損
害
保
険
は
傷
害
保
険
と
施
設
賠
償
責
任
保
険

の
二
つ
で
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
向
け
の
傷
害
保
険

こ
の
保
険
は
イ
ベ
ン
ト
中
の
け
が
を
補
償
の
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

イ 

行
事
参
加
者
傷
害
保
険
：
参
加
者
が
１
日
20
名
以
上
で
宿
泊
の

な
い
イ
ベ
ン
ト
向
け

ロ 

施
設
入
場
者
傷
害
保
険
：
参
加
者
が
１
日
20
名
以
上
で
宿
泊
の

な
い
イ
ベ
ン
ト
向
け

ハ 

国
内
旅
行
傷
害
保
険
：
参
加
者
が
１
日
20
名
未
満
ま
た
は
宿
泊

を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
向
け

イ
の
補
償
と
保
険
料
の
例
（
共
栄
火
災
）
で
は
、
死
亡
・
後
遺

障
害
保
険
金
９
８
０
万
円
、
入
院
保
険
金
日
額
５
，
０
０
０
円
、
通

院
保
険
金
日
額
３
，
０
０
０
円
で
一
人
あ
た
り
50
円
で
す
。
保
険
料

は
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
参
加
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
代
理
店
と

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
主
催
者
向
け
の
施
設
賠
償
責
任
保
険

こ
の
保
険
は
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
の
過
失
に
よ
っ
て
参
加
者
が
け
が

を
し
た
場
合
に
、
主
催
者
が
負
う
べ
き
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
補

償
し
ま
す
。
例
え
ば
、
主
催
者
が
設
置
・
管
理
す
る
物
に
欠
陥
が
あ
り
、

そ
れ
が
原
因
で
参
加
者
が
け
が
を
し
た
場
合
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
中
に
起
こ
っ
た
け
が
で
も
、
原
因
が
参
加
者
個
人
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
か
、
主
催
者
側
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
か
で
、
適
用
さ
れ
る
保

険
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
運
営
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
保
険
を

適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
参
加
者

の
安
全
確
保
と
主
催
者
の
リ
ス
ク
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、
規

模
、
予
算
な
ど
を
考
慮
し
て
、
保
険
代
理

店
と
じ
っ
く
り
相
談
し
、
最
適
な
保
険
プ

ラ
ン
を
選
ぶ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告

学

生

委

員

会

院

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

留
学
生
委
員
会

Webページ「きぼうの虹pdf版」　https://www.hokudai.seikyou.ne.jp/univcoop/facultymember/backnumber.html

■
履
修
相
談
会
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

４
月
５
日
、
６
日
に
全
体
説
明
会
、
４

月
９
日
～
４
月
13
日
に
は
個
別
相
談
会
を

実
施
し
ま
し
た
！
全
体
説
明
会
で
は
履
修

登
録
の
基
本
的
な
や
り
方
や
注
意
点
な
ど

を
紹
介
し
、
個
別
相
談
会
で
は
１
対
１
で

の
質
問
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
説
明

会
に
は
２
０
７
４
人
、
個
別
相
談
会
に
は

３
７
５
人
の
新
入
生
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
！
他
に
も
履
修
登
録
制
度
に

つ
い
て
ま
と
め
た
冊
子
『
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

＋
』
の
作
成
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
質
問

対
応
も
行
い
ま
し
た
。

■
春
友
祭

４
月
５
日
、
６
日
に
新
入
生
交
流
企

画
「
春
友
祭
」
を
実
施
し
ま
し
た
！
他
の

新
入
生
と
交
流
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
北
大
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し

た
。
２
日
間
通
し
て
８
８
１
人
の
新
入
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

■
北
大
生
の
生
活

新
入
生
向
け
冊
子
『
北
大
生
の
生
活
』

の
作
成
を
行
い
ま
し
た
！
新
入
生
が
大
学

生
活
に
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
楽
し

み
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
ま
と

め
ま
し
た
。

■
受
験
生
歓
迎
活
動

２
月
23
日
、
24
日
に
試
験
本
番
前
の

受
験
生
と
北
大
生
が
話
す
企
画
「
北
大
生

と
話
そ
う
」
を
中
央
食
堂
や
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
で
実
施
し
、
２
日
間
で
１
１
４
組

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
ま

た
、
受
験
生
応
援
冊
子
『
い
な
蔵
』
の
作

成
も
行
い
ま
し
た
。

■
北
食
エ
リ
ア
命
名
、実
現
間
近
で
す
！

北
部
食
堂
の
エ
リ
ア
命
名
企
画
に
関

し
て
、
イ
ラ
ス
ト
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し

た
！
細
か
い
修
正
を
加
え
た
の
ち
、
エ
リ

ア
マ
ッ
プ
と
と
も
に
近
日
掲
示
開
始
予
定

で
す
！

■
新
し
い
委
員
が
増
え
ま
し
た
！

先
日
開
催
さ
れ
た
通
常
総
代
会
を

き
っ
か
け
に
、
修
士
１
年
の
院
生
総
代
の

方
１
名
が
院
生
委
員
会
へ
の
入
会
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！
今
後
一
緒
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
！

■「
院
生
総
代
の
つ
ど
い
」開
催
予
定

で
す
！

こ
れ
ま
で
学
生
委
員
会
と
の
共
催
で

行
っ
て
い
た
「
総
代
の
つ
ど
い
」
で
す

が
、
今
年
度
は
上
級
生
・
院
生
向
け
に
特

化
し
て
企
画
す
る
予
定
で
す
。
ご
飯
を
食

べ
な
が
ら
、
気
軽
に
就
活
や
研
究
に
関
す

る
情
報
交
換
が
で
き
る
場
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
！
数
ヶ
月
に
１
回
程
度
の
定

期
的
な
開
催
を
試
み
ま
す
。
周
り
の
上
級

生
・
院
生
の
方
に
周
知
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
！

■
新
入
留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
生
協
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た

４
月
２
日
、
新
入
留
学
生
向
け
の
大
学

主
催
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、
生

協
の
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
生
協
に

つ
い
て
留
学
生
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
協
へ
の
即
時
加
入
ブ
ー
ス
を
開

設
し
、
生
協
へ
の
加
入
を
促
し
ま
し
た
。

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
し
た

主
に
新
入
留
学
生
を
対
象
に
中
央
食
堂

２
階
に
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
留
学
生
は
各
自
の
テ
ー

ブ
ル
で
他
の
学
生
と
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
生
協
の
説
明
、
留
学
生
委
員

会
の
説
明
を
行
い
、
北
海
道
な
ど
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
軽
食
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
軽
食
に
は
ハ
ラ
ー
ル

フ
ー
ド
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
上
の

食
事
の
制
限
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
生
徒
を
歓
迎
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
３
月
11
・
12
日
、

４
月
15
・
16
日
、
５
月
13
・
14
日
の
昼
休
み

に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

３
月
期
の
決
算
報
告
や
、
北
部
ウ
コ
ト
イ

セ
店
の
運
用
、
店
舗
の
無
人
化
・
自
販

機
の
運
用
、
総
代
会
の
資
料
の
電
子
化
、

教
科
書
の
販
売
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
対
面
で
の
開
催

も
取
り
入
れ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
教
職
員
委
員
会
：
３
月
13
日
、
４
月

17
日
、
５
月
15
日
に
定
例
会
議
を
開
催
し
、

き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
お
よ
び
総
代
会
議
で

の
意
見
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

毎
回O

pinion!

や
特
集
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

多
く
の
教
職
員
の
方
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

北
大
祭
が
終
わ
り
、
こ
こ
数
日
で
一

気
に
気
温
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
、「
も

う
す
ぐ
本
格
的
な
夏
だ
な
」
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
節
電
に
気
を
遣
い

な
が
ら
も
、
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
は
元
も
子
も
な
い
の
で
必
要
な
範
囲

で
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
、
水
分
補
給
に
気
を

付
け
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
北
海
道
に

来
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
北
海
道
の
夏
を
甘
く
み
ず
、
体

調
に
気
を
付
け
て
夏
を
乗
り
越
え
て
く

だ
さ
い
。
北
大
構
内
の
と
て
も
ス
テ
キ

な
秋
を
楽
し
み
に
し
ま
し
ょ
う
。
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特選１名、入選４名
副賞：北大生協電子マネーポイント

特選  5,000pt・入選  2,000pt

2025 7 8 31火

北大生協電子マネーポイント  （特選 5,000pt、入選 2,000pt）

日

応募はこちらから

       ※北大カレンダーは横構図の写真のみ対象となります。
5）  その他、大学などから使用の要望が入ることがあります。
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